
若
者
定
住
対
策
本
部
」
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、「
鳥

取
市
若
者
定
住
戦
略
方
針
」
を
策

定
し
、
若
者
が
地
元
に
定
着
で
き

る
よ
う
、
各
種
施
策
の
展
開
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
略
方
針
で
は
、
魅
力
創

造
、
教
育
環
境
、
健
康
と
子
育
て
、

住
環
境
、
農
村
漁
村
を
5
つ
の
柱

と
し
、
若
者
定
住
に
向
け
た
31
の

重
要
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実

　

鳥
取
環
境
大
学
は
、
大
学
が
地

若
者
に
魅
力
あ
る
ま
ち
を

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

「
鳥
取
市
人
口
増
加
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
人
口
増
加
に
資
す
る

各
種
施
策
の
充
実
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、働
く
場
・

学
ぶ
場
を
求
め
る
若
年
層
の
人
口

流
出
や
未
婚
・
晩
婚
化
に
よ
る
少

子
化
な
ど
は
、
依
然
と
し
て
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
へ
の
重
点
的
取

り
組
み
を
行
う
た
め
、
本
年
5
月

か
ら
新
た
に「
鳥
取
市
雇
用
拡
大
・

が
あ
り
誇
り
の
も
て
る

　20
万
都
市
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

夢・広域交流観光の展開

・情報先進都市の実現

・環境先進都市の実現

・人材誘致・定住対策の促進

・人権尊重都市の実現

・防災・防犯対策の強化

・子育て・教育先進都市の実現

・地域文化の振興

・新たな農林水産業の振興

・地域に根ざした商工業の振興

・生涯健康都市の実現
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第 2回鳥取市企業合同説明会 2010（2010.12.2）

人材誘致・定住対策の促進
輝く新市域を振り返る

問い合わせ先　市役所

　本市は平成 16 年 11 月の市町村合併以降も、特色ある地域づくりの推進と市民サービス
の向上に努めています。それらを合併当初に掲げた「夢があり誇りのもてる 20 万都市づく
りビジョン」の 11 の項目に沿ってシリーズで紹介します。今回のテーマは「人材誘致・定
住対策の促進」です。

本庁舎企画調整課　　  0857-20-3153

第二庁舎経済戦略課　　  0857-20-3249
中山間地域振興課　　  0857-20-3184



え
方
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
分

野
に
重
点
を
置
い
た
企
業
誘
致
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
（
次
世
代
送

電
網
）
な
ど
の
推
進
、「
鳥
取
市

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
導
入
促
進
事
業
」「
ト

ラ
イ
ア
ル
発
注
事
業
」
な
ど
に
よ

る
地
元
企
業
支
援
や
、「
と
っ
と

り
若
者
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事

業
」
に
よ
る
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ

な
ど
、
雇
用
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
設
置
し
、
市
民
、
企
業
、
経
済

団
体
、
大
学
、
行
政
な
ど
の
連
携
・

協
働
に
よ
り
、
積
極
的
に
雇
用
創

造
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

※
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
と
は
、
都
市
部
の
居
住

者
が
地
方
に
移
住
す
る
こ
と
。
Ｕ
タ
ー
ン

は
出
身
地
に
、
Ｊ
タ
ー
ン
は
出
身
地
の
近

く
の
地
域
に
、
Ｉ
タ
ー
ン
は
出
身
地
以
外

の
地
域
に
移
住
す
る
形
態
。

移
住
・
定
住
を
促
進

　

本
市
で
は
、
平
成
18
年
9
月
に

「
鳥
取
市
定
住
促
進
・
Ｕ
タ
ー
ン

相
談
支
援
窓
口
」
を
開
設
し
、
専

任
相
談
員
を
2
人
配
置
。
本
市
へ

の
移
住
定
住
を
希
望
す
る
人
に
対

し
て
、
支
援
制
度
や
住
宅
、
仕
事
、

暮
ら
し
の
情
報
を
幅
広
く
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、「
田
舎
暮
ら
し
は

し
て
み
た
い
け
ど
、
な
か
な
か
き

っ
か
け
が
な
く
て
」
と
い
う
県
外

在
住
の
人
に
、
住
宅
を
体
験
施
設

と
し
て
整
備
し
、「
お
試
し
定
住
」

を
体
験
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

る
体
験
施
設
は
、
鹿
野
町
の
「
し

か
の
宿
」、「
鬼
楽
庵
」、
湯
川
住

宅
団
地
内
に
あ
る
温
泉
付
き
体
験

域
に
及
ぼ
す
経
済
的
効
果
、学
術
・

文
化
的
効
果
、
若
者
定
住
、
地
域

経
済
活
性
化
な
ど
様
々
な
観
点
か

ら
、
本
市
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

で
す
。
鳥
取
環
境
大
学
が
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
り
、
持
続
的
に
発
展

す
る
よ
う
、
本
市
と
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

鳥
取
環
境
大
学
の
新
生
の
た
め

に
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
の
公

立
大
学
法
人
化
、
経
営
学
部
の
新

設
、
既
存
学
科
の
環
境
学
部
へ
の

改
編
な
ど
、
特
色
あ
る
教
育
内
容

の
実
現
、
県
・
市
の
関
与
に
よ
る

大
学
運
営
改
革
・
経
営
改
善
へ
の

取
り
組
み
の
３
つ
の
柱
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
鳥
取
県
と

連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

施
設
２
棟
、
佐
治
町
の
1
施
設
の

合
計
5
棟
で
、「
お
試
し
定
住
」

に
よ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
交

流
を
通
じ
、
本
市
へ
の
移
住
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

窓
口
の
開
設
か
ら
４
年
3
カ
月

間
で
、２
０
1
世
帯
４
５
０
人（
う

ち
、
新
市
域
に
は
69
世
帯
１
４
２

人
）
が
移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
21
年
1
月
に
は
、

こ
れ
ら
の
窓
口
を
通
じ
て
本
市
に

移
住
し
た
人
た
ち
が
、「
鳥
取
ふ

る
さ
と
Ｕ
Ｉ
（
友
愛
）
会
」
を
設

立
し
、
定
住
者
と
地
域
住
民
の
交

流
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
移
住
者
に
よ
り

住
民
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
中
山
間
地
域
の
集
落
の
維
持

や
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

雇
用
の
場
の
確
保

　

若
者
定
住
や
Ｕ※

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
に

よ
る
人
口
増
を
進
め
る
上
で
、
最

も
重
要
な
要
素
は
生
活
の
糧
と
も

な
る
「
働
く
場
」
で
あ
り
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い

て
い
る
中
、
雇
用
の
拡
大
・
確
保

を
図
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
4
年
間
（
平

成
22
年
度
～
25
年
度
）
で
2
千
人

以
上
の
新
た
な
雇
用
の
場
を
市
内

に
確
保
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る

「
鳥
取
市
雇
用
創
造
戦
略
方
針
」

を
本
年
6
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
で
は
、
成
長
産
業
に

お
け
る
雇
用
創
造
、
産
業
全
般
の

底
上
げ
に
よ
る
雇
用
創
出
、
若
者

の
雇
用
の
場
の
確
保
、
求
職
側
と

求
人
側
の
よ
り
円
滑
な
マ
ッ
チ
ン

グ
の
促
進
の
4
点
を
基
本
的
な
考

婚活イベントの料理教室

移住定住者の交流会

お試し定住体験施設「しかの宿」

雇用コーディネーターの設置

鳥取市若者会議

スマート・グリッド・タウン推進セミナー

公立大学法人化をめざす鳥取環境大学

県外での移住相談会
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